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【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年5月7日(2009.5.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　電荷ポンプは、タイミング信号出力からタイミング信号を供給する第一のタイミング回
路を具備し、前記電荷ポンプ・ステージの各々は、コンデンサを介してタイミング信号を
受信し、電荷は、遅延によって分離される二つのコンポーネントで作られるタイミング信
号に応答して、出力へと励起される。電流は通常、タイミング信号の両方のコンポーネン
トの間、同じ方向に流れ、タイミング信号のパワーは、第二のコンポーネントの開始から
増加する。タイミング信号のパワーは、コンデンサを電圧源、電流源、またはアース（gr
ound）へと結合するために、第二のコンポーネントの使用によって増加する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　本発明の他の特徴においては、二つのトランジスタおよび二つのコンデンサが、電荷ポ
ンプ・ブースト・ステージ（charge pump boost stage）を形成する。好ましい実施形態
において、二つのクロック信号は、前記コンデンサの一つを駆動する。増幅回路は、クロ
ック信号の一つまたは両方のパワーを増加させることができ、ダイオードは電荷ポンプの
出力に結合されうる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　第２インバータシリーズ７３０と第４インバータシリーズ７７０は、第１インバータシ
リーズの出力７２２と第３インバータシリーズの出力７６２とに、ルーティング・トラン
ジスタを通して連結されている。クロック回路８００は、第１ルーティング・トランジス
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タ８１０、第２ルーティング・トランジスタ８２０、第３ルーティング・トランジスタ８
３０、第４ルーティング・トランジスタ８４０、接地部８５０、電圧供給部８６０を含ん
でいる。第１ルーティング・トランジスタ８１０は、ゲートが第４インバータシリーズの
出力７８２に接続され、ソースが接地部８５０に接続され、ドレインが第１インバータシ
リーズの出力７２２に接続された、ｎチャネルトランジスタである。第２ルーティング・
トランジスタ８２０は、ゲートがノード７３９に接続され、ソースが電圧供給部８６０に
接続され、ドレインが第１インバータシリーズの出力７２２に接続された、ｐチャネルト
ランジスタである。第３ルーティング・トランジスタ８３０は、ゲートがノード７７９に
接続され、ソースが電圧供給部８６０に接続され、ドレインが第３インバータシリーズの
出力７６２に接続された、ｐチャネルトランジスタである。第４ルーティング・トランジ
スタ８４０は、ゲートが第２インバータシリーズの出力７４２に接続され、ソースが接地
部８５０に接続され、ドレインが第３インバータシリーズの出力７６２に接続された、ｎ
チャネルトランジスタである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　次の表は、クロック回路８００の中のルーティング・トランジスタに関する、ｐチャネ
ル及びｎチャネルトランジスタの長さ及び幅寸法の例を詳細に示したものである。勿論、
本発明がこの例に限定されるものではない。

【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　上記例において、第１ルーティング・トランジスタ８１０の幅と第４インバータ７２０
内のｎチャネルトランジスタの幅の和が、第４インバータ３２０内のｎチャネルトランジ
スタの幅に一致することが理解頂けよう。第２ルーティング・トランジスタ８２０の幅と
第４インバータ７２０内のｐチャネルトランジスタの幅の和は、第４インバータ３２０内
のｐチャネルトランジスタの幅に一致する。第３ルーティング・トランジスタ８３０の幅
と第１２インバータ７６０内のｐチャネルトランジスタの幅の和は、第１２インバータ３
６０内のｐチャネルトランジスタの幅に一致する。第４ルーティング・トランジスタ８４
０の幅と第１２インバータ７６０内のｎチャネルトランジスタの幅の和は、第１２インバ
ータ３６０内のｎチャネルトランジスタの幅に一致する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
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　第１ポンプクロック信号６２０の降下端部６２４の後の時間遅れに続いて、第１伝達ク
ロック信号６８０の上昇端部６８４が第４インバータシリーズの入力７７２によって受信
される。上昇端部６８４は、第４インバータシリーズ７７０によって第４インバータシリ
ーズの出力７８２まで処理され、更に、第１ルーティング・トランジスタ８１０によって
処理される。第１ルーティング・トランジスタ８１０は、第４インバータ７２０を支援し
、ノード９３４とノード９７４の電圧を低下させる。第１伝達クロック信号６８０の高レ
ベル部６８６も同様に処理され、ノード９３４とノード９７４の電圧は駆動低下され続け
る。このように、第１伝達クロック信号６８０の上昇端部６８４は第１ポンプクロック信
号６２０の低レベル部６２６と結合されて、電流信号１４００の電流スパイク１４２０と
なり、電流信号１６００の電流スパイク１６２０となる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　第１ポンプクロック信号６２０の上昇端部６２８の後の時間遅れに続いて、第２伝達ク
ロック信号６４０の上昇端部６４４が第２インバータシリーズの入力７３２によって受信
される。上昇端部６４４は、第２インバータシリーズ７３０によってノード７３９まで処
理され、更に、第２ルーティング・トランジスタ８２０によって処理される。第２ルーテ
ィング・トランジスタ８２０は、第４インバータ７２０を支援し、ノード９３４とノード
９７４の電圧を駆動上昇させる。第２伝達クロック信号６４０の高レベル部６４６も同様
に処理され、ノード９３４とノード９７４の電圧は駆動上昇され続ける。このように、第
２伝達クロック信号６４０の上昇端部６４４は第１ポンプクロック信号６２０の高レベル
部６３０と結合され、電流信号１４００の電流スパイク１４６５となり、電流信号１６０
０の電流スパイク１６６５となる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　第２ポンプクロック信号６６０の降下端部６６４の後の時間遅れに続いて、第２伝達ク
ロック信号６４０の上昇端部６４４が第２インバータシリーズの入力７３２によって受信
される。上昇端部６４４は、第２インバータシリーズ７３０によって第２インバータシリ
ーズの出力７４２まで処理され、更に、第４ルーティング・トランジスタ８４０によって
処理される。第４ルーティング・トランジスタ８４０は、第１２インバータ７６０を支援
し、ノード９５４の電圧を駆動低下させる。第２伝達クロック信号６４０の高レベル部６
４６も同様に処理され、ノード９５４の電圧は駆動低下され続ける。このように、第２伝
達クロック信号６４０の上昇端部６４４は第２ポンプクロック信号６６０の低レベル部６
６６と結合され、電流信号１４００の電流スパイク１４６５となり、電流信号１６００の
電流スパイク１６６５となる。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　第２ポンプクロック信号６６０の上昇端部６６１の後の時間遅れに続いて、第１伝達ク
ロック信号６８０の上昇端部６８４が第４インバータシリーズの入力７７２によって受信
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される。上昇端部６８４は、第４インバータシリーズ７７０によってノード７７９まで処
理され、更に、第３ルーティング・トランジスタ８３０によって処理される。第３ルーテ
ィング・トランジスタ８３０は、第１２インバータ７６０を支援し、ノード９５４の電圧
を駆動上昇させる。第１伝達クロック信号６８０の高レベル部６８６も同様に処理され、
ノード９５４の電圧は駆動上昇され続ける。このように、第１伝達クロック信号６８０の
上昇端部６８４は第２ポンプクロック信号６６０の高レベル部６６２と結合され、電流信
号１４００の電流スパイク１４２０となり、電流信号１６００の電流スパイク１６２０と
なる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　本発明の他の実施例では、他のトランジスタサイズ、例えば、ルーティング・トランジ
スタの幅とインバータ内のトランジスタの幅の間の割合が異なるもの、酸化物厚さが異な
るものを使用することができる。本発明のもう１つの実施例は、ネガティブチャージポン
プである。本発明の又別の実施例では、単一の信号でトリガされる２つの構成要素でチャ
ージポンプノードを駆動する。この単一の信号は、第１の構成要素をトリガし、単一の信
号の遅延部分が第２の構成要素をトリガする。
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